
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

体 制 整 備 6 増加 －
北海道保健福祉部調査
（令和５年4月1日現在）

6
現状維持（名寄市立総合病院（内科）、町立下川病院、たに内
科クリニック、船津医院、士別市立上士別医院、しべつ内科クリ
ニック）

49.2 増加 － 48.8 現状より減少

特定保健指導実施率
（％）

72.5 増加 － 76.8 現状より増加

男性 12.6 減少 － データなし

女性 6.3 減少 － データなし

２　主な取組の内容等

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　04  糖尿病の医療連携体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

地域連携クリティカルパスを導入してい
る医療機関（か所）

実 施 件 数 等

特定健康診査受診率（％） 特定健診・特定保健指
導実施結果集計表［北
海道国民健康保険団体
連合会］（令和４年度）

住民の健康状
態等

HbA1ｃ値が6.5以上の者
の割合
（％）(40～74歳）

ＮＤＢオープンデータ
［厚生労働省］（令和３
年度）

新データなし

実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

糖尿病の重症化予防に向けた普及啓発

・健康増進普及月間（9月1日～9月30日）及び糖尿病週間
（11月13日～11月19日）等において、パネル展を開催、広
報等を通じ普及啓発を図った。
・道民健康づくり推進週間（10月3日～10月9日）及び健康
づくりの日（10月3日）において、新聞掲載を通じ普及啓発
を図った。

・糖尿病の重症化予防に向けて、情報提供や普及啓発に努める必要
性がある。

・糖尿病の重症化予防の重要性についての理解が深まるよう、効果的
な普及啓発を検討する。

取組の内容

上川北部圏域糖尿病性腎症重症化予防プログラムの推進

・上川北部圏域糖尿病性腎症重症化予防プログラム評価
検討会の開催
　管内担当者と評価方法等について、検討を行った。
・上川北部圏域糖尿病性腎症重症化予防プログラムの運
用状況について
　生活習慣病専門部会で情報提供を行った。
・第5回上川北部圏域ＣＫＤエリア連携を考える会（令和7
年3月14日）での情報提供
　上川北部圏域における糖尿病性腎症重症化予防の取
組状況について情報提供を行った。

・糖尿病の早期発見・早期治療に向けた健診受診率の向上及び糖尿
病が重症化するリスクの高い医療機関未受診者・受診中断者を医療
に結びつけるための受診勧奨が重要であり、糖尿病性腎症重症化予
防プログラムについての評価を行う必要性がある。
・管内担当者が集まり、評価を行うに当たり検討する場が必要であ
る。

・上川北部圏域糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて進捗状況
を確認し、評価を行う場を引き続き行う。

特定健康診査・特定保健指導の実施・受診勧奨 ・管内８市町村で実施
・特定健康診査の意義を広く周知し、危険因子のある者への支援を
早期に開始し、発症予防に努めることが必要である。

・今後も健診受診率を増加させていくための効果的な受診勧奨・普及啓
発を推進する。
・特定健診受診率向上対策事業（データ受領）について関係機関と連携
し推進を図る。

上川北部圏域
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